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さて、ホームページの活用方法を中心とした「WEB マーケティングのヒント」というタイトルで、情報をお

届けいたします。 

【トピックス】 グーグルのウェブ検索は SSL が標準に 
   

CMS の導入・活用方法 ～ 既存サイトへの組み込み 

   

  

 

☆今月のメニュー 

■トピック 
Google ウェブ検索の SSL 化 
■CMS の活用（続き） 

 CMS の導入・活用方法 
 CMS の導入時の注意点 

 
 

■お客様ご紹介 
キッズさくらカレッジ幼児教

室様 

CMS と他のツールとの違い 
 
CMS が備えていることの一部は
別のツールでも代用できますが、
やはりコンテンツ管理の点で違い
があります。 
 
■掲示板との違い 
掲示板は投稿機能にポイントをお
いたツールです。記事の追加・削
除は可能ですが、記事中のコンテ
ンツ（例えば写真、画像）はあくま
でも記事の一部であって管理され
ているわけではありません。 
また、レイアウト・ナビゲーションの
自由度はほとんどありません。 
お知らせ機能など一部に利用する
分には手軽かも知れません。 
・ 投稿中心 
・ 記事中心でコンテンツ/素材では

ない 
・ レイアウトは管理外 
 
■ブログとの違い 
最近は、アメブロなどブログサービ
スをベースにしたホームページも
目にするようになりました。 
ブログは写真などの投稿も含めて
記事の編集もかんたんにでき、投
稿先のカテゴリも選択でき便利で
す。また、デザイン・レイアウトにつ
いても、カスタマイズできるものも
あります。 
そうはいっても、ブログの成り立ち
がログ＝「記録簿」なので、時系列
での管理が基本です。 
情報を整理して掲出する必要があ
るビジネス用のホームページで
は、CMS のように時間軸ではなく
表示順が制御できるような仕組み
がないと使いにくいものです。 
 

先月から引き続き今回はもう少し具

体的に CMS の活用について説明

します。 
 
■既存ホームページの組み込み 
CMS の利用方法としては、 
「サイトを置き換えて全体に利用」

「サブサイトとして新規利用」「サイト

の一部に利用」という大きく３つの

パターンがあることを説明しました。 
そして、既存のホームページに加え

てサービスや商品・テーマ別に、サ

ブのホームページを立ち上げるよう

なケースで利用するととても便利で

効果的であると紹介しました。 
 
このようなホームページと別に立ち

上げるところまでは必要としなくて

も、既存のホームページに組み込

むことでもメリットを享受することが

できます。 
 
CMS 本来の利用方法とはちょっと

違いますが、ホームページの更新・

管理がカンタンで効率的になること

で、より積極的にホームページを活

用することができます。 
 
よくあるケースでは、 
 トップページでのお知らせ 
 ニュースリリース、プレスリースな

どの定期・不定期な情報発信 
 イベント・セミナー等の案内 
 お客様の声や感想、施工事例、

施術例など、時間の経過とともに

増えてゆく記事の追加 
 メルマガやニュースレターをバッ

クナンバーとしての掲載 
 
このような形式・書式がある程度決

まっていて比較的頻繁に追加・変

更されてゆくような記事・コンテンツ

の追加・更新の管理には CMS は

とても有効です。 
またホームページ全体に CMS を

適用する場合に比べて、一部分に

適用・導入する場合であればコスト

を抑えることもできます。 
※適用箇所によっては、部分導入

であってもコストがかかることはあり

ます。 

10 月 18 日にグーグルがウェブ検

索の「SSL」利用を標準とすることを

発表しました。 
 
SSL というのは、暗号化通信の方式

で、グーグル検索に送信するキー

ワードや検索結果の通信が暗号化

されることで利用者のプライバシー

を保護しセキュリティを保つもので

す。 
 
グーグルでは、2010 年から試験的

にこの SSL を利用したウェブ検索を

提供していましたが、これまではオ

プションでした。 
ところが今回は「標準」サービスとし

て SSL を提供することになったこと

がポイントです。Facebook なども

そうですが、最近のインターネット

サービスの関心がプライバシー保

護に向いているので今回の対応は

好ましいことです。 
 
検索エンジンへのキーワードの入

力が SSL による暗号化通信になっ

たからといって利用者にとっては大

きな違いはありません。 
 
ただ、ホームページを運営する立場

になると、少し事情が変わってきま

す。 
 
ウェブ検索が SSL 化されることでい

ままで得られた情報が得られなくな

る事態が発生するのです。 

 
ちょっと具体的に説明しましょう。

これまではウェブ検索の結果ペー

ジからホームページ移動してきた

際に、検索キーワードの情報を一

緒に取得することができました。 
 
ところが SSL 対応されると検索結

果ページからの移動の際にこの

検索キーワードが取得できなく

なってしまうのです。 
グーグルが提供するアクセス解

析サービス「アナリティクス」を導

入していても状況は同じです。 
 
アクセス解析ツールを利用して

キーワードの反応をチェックしよう

にも肝心のキーワードの情報が

得られなくなってしまうのです。 
 
この変更は、いままでのグーグル

のサービスと同様にまずは

google.com で適用されます。 
 
さらに、Gmail のようなグーグル

のサービスを利用するためにログ

インされた状態で検索を行った場

合に限って SSL のウェブ検索が適

用されるということなので、います

ぐに日本の利用者に影響がある

訳ではありません。 
 
とはいっても時間の経過とともに

日本のグーグルのサイト

(google.co.jp)にも適用される

でしょうから、その内容を理解して

おくに越したことはありません。 
ウェブ検索 SSL 化による影響範

囲をもう一度整理すると次のよう

になります。 
 
 グーグル・アナリティクスをはじ

めとするアクセス解析ツールに

よる検索キーワードの情報取得

ができなくなる。（どこから来た

のかは分かる） 

 当面適用されるのは 
google.com でのウェブ検索

のみで、日本国内で多く利用さ

れている google.co.jp に適

用されない 

 さらに、Google アカウントにロ

グイン（Gmail などを利用）して

いる場合に適用され、未ログイ

ンでは影響を受けない 

 検索連動型広告（アドワーズ）

については関係しない 

 ウェブマスターツール内のキー

ワード情報については、引き続

き閲覧ができる 

 
ということで、ウェブマスターツー

ルをまだ利用していないようであ

れば利用準備を進めておいた方

がよいでしょう。 
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地域で一番ネットを使った商売に

詳しいコンサルティング企業 

 

- Web マーケティングコンサル 

- ネット集客支援 

- ホームページ制作 

- SEO リフォーム 

- WEB システム開発 
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CMS の導入、利用にあたってはいく

つか注意すべき点があります。 
 
■準備段階 
CMS は「システム」なので、導入先

のサーバー環境を選びます。例え

ば、格安のレンタルサーバーでは

データベースが利用できない、CGI・
PHP の動作に制限がある、等でシス

テム導入が不可能なケースもありま

す。 
また、「テンプレート」と呼ばれるペー

ジ、記事のひな形を登録する必要が

ありますが、このテンプレートの作成

にはデザイン能力だけでなく、利用

する CMS に関する知識（場合に

よっては技術情報）が必要になりま

す。 
 
■移行について 
既存のホームページを CMS ベース

に移行する場合には、「移行」という

工程が必要になりますが、実はこれ

がかなり大変です。 
できあがったページがあるのだから

カンタンだろうと思うところですが、

CMS に「再登録」する必要があり、

またテンプレートにはめ込む形にな

るため、レイアウトの調整が必要に

なるようなケースもあるためです。 
さらに、ページの構成が変わる場合

には、リンク先の再設定といった細

かい修正作業を伴う場合もあり、登

録したページのチェックと合わせると

相応な作業量となることがあるの

で、気をつけましょう。 
 
 
■運用・維持について 
データベースのバックアップは欠か

せません。レンタルサーバー側で自

動的に行ってくれるところもあります

が、自分でバックアップしなければな

らないサービスの方が多いでしょう。

データベースが壊れてしまうと、せっ

かく登録したコンテンツを復元するこ

ともできません。 
そうならないためにも CMS のバック

アップは必ず行いましょう。 
なお、CMS のバックアップは単に

ファイルをコピーしただけでは不完

全なケースがほとんどです。復元方

法や復元するために必要な情報の

バックアップについては導入の際に

しっかりと確認しておくべきポイント

です。 
 
■セキュリティ対策 
最後後にもう 1 点、大事なことをお

伝えします。 
MT や Wordpress といったフリー版

の CMS では提供元によるサポート

サービスはありません。 
 
このためセキュリティ上の問題（セ

キュリティホールやバグ）が発生した

場合には自分でアップデートなどの

対応を行う必要があります。 
 
フリーのものは、攻撃の対象となる

ケースが多く、アップデートされる機

会も少なくありません。 
 
こういった点もしっかりと準備してお

く必要があります。 
 

 

今回ご紹介するのは千葉県八千代市の幼児教室、

「 キッズさくらカレッジ幼児教室 」様のホームページで

す。 
 
ホームページを開設してから頻繁に社内で更新を行っ

ていたものの、 
「コンテンツが多くなりすぎて判りづらくなってしまった。

効果もなかなか見えず、またデザイン自体も古くなって

しまったので一新したい…」 
ということでご相談を頂きました。 
 
継続的な更新をこれまで行われていたことで主な閲覧

対象となる「お子さんの小学校受験を考えておられる

保護者様」に向けた有用なコンテンツは多くありました

ので、その内容を最大限活かせるよう、現在の全ペー

ジを洗い出して再構成。判りやすいナビゲーションを心

掛けてご提案をさせていただきました。 
 
今回新たにプロカメラマンを入れて写真を撮影。 
子どもたちの生き生きとした表情を全面に出せるように

デザイン制作しています。 
 
今後も社内で手を入れていかれる事でしたので、更新

の容易な構造にし、ソフトの操作方法等でお困りの際

には継続的にサポートさせて頂いております。 
 
http://www.kidscollege.jp/ 


